
このコーナーでは、主に電源地域の地域活性化に向けたソフト事業の話題を取り
上げています。今回は福井県敦賀市、山口県上関町、鹿児島県薩摩川内市、愛媛県
伊方町の取り組みについて紹介します。

　

周
辺
地
区
の
若
い
世
代
か
ら
高
齢

者
の
市
民
を
対
象
に
、
敦
賀
の
食
材

に
よ
る
安
全
安
心
な
手
づ
く
り
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
舟

溜
ま
り
地
区
」
を
訪
れ
る
観
光
客
に

は
、地
元
の
「
に
し
ん
寿
司
」
や
「
東

浦
み
か
ん
み
そ
」、「
さ
い
み
そ
」、

周
辺
地
域
の
「
三
方
う
め
」
と
い
っ

た
特
産
品
を
販
売
し
、
周
辺
の
店
舗

と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
回
遊
性
や

滞
在
を
促
す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

敦
賀
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成
29
年
9
月
1
日
、
中
心

市
街
地
の
「
舟
溜
ま
り
地
区
」
に
、

『
お
か
ず
の
達
人 

ろ
く
べ
え
』
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
第
4
次
経
営
戦
略

（
平
成
28
年
度
か
ら
5
年
間
）
を
策

定
す
る
中
で
、
女
性
の
創
造
性
の
発

揮
・
意
見
を
経
営
に
活
か
す
観
点
か

ら
、
平
成
27
年
12
月
に
女
性
役
員
を

座
長
に
、
女
性
会
員
に
よ
る
セ
ン
タ

　

９
月
２
日
に
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

客
船
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス

号
』が
敦
賀
に
寄
港
し
た
際
、ロ
シ
ア

人
観
光
客
を
は
じ
め
、
市
内
を
散
策

す
る
外
国
人
も
多
数
来
店
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
余
暇
を
活
用

し
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
自
慢
の
料

理
を
現
会
員
と
一
緒
に
創
造
し
、
働

け
る
職
場
を
提
供
し
、
シ
ル
バ
ー
会

員
が
少
し
で
も
増
員
す
る
こ
と
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
ヶ
月
を
迎
え
ま

し
た
が
、日
々
、新
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

し
な
が
ら
運
営
し
て
お
り
、
馴
染
み

の
お
客
様
も
徐
々
に
増
え
、
売
り
上

げ
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
営
業
時
間
は
11
時
開
店
〜
16
時

閉
店
（
食
材
が
な
く
な
り
し
だ
い
閉

店
）で
、毎
週
水
曜
日
が
定
休
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。
敦
賀
を
訪
問
し
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
「
懐
か
し
い
お
母
さ
ん

の
味
」を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

山
口
県
上
関
町
の
超
専
寺
に
は
、

「
朝
鮮
通
信
使
船
上
関
来
航
図
」
と

い
う
絵
図
が
残
っ
て
い
ま
す
。
通
信

使
船
団
の
陣
形
や
通
信
使
を
接
待
す

る
港
の
警
護
、
陸
上
の
施
設
な
ど
が

視
覚
的
に
表
現
さ
れ
、
入
港
の
様
子

を
描
い
た
貴
重
な
記
録
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
指
定
有
形
文
化
財
で
、

彼
ら
は
、
韓
国
・
釜
山
か
ら
海
路
で

長
崎
・
対
馬
に
入
り
、
瀬
戸
内
海
を

航
行
後
、
関
西
か
ら
江
戸
へ
向
か
い

ま
し
た
。寄
港
地
や
宿
場
で
は
学
術
、

芸
術
、
産
業
、
文
化
な
ど
様
々
な
分

野
で
活
発
な
交
流
が
な
さ
れ
、
一
行

が
通
っ
た
国
内
12
都
府
県
に
は
、
当

時
の
外
交
文
書
や
絵
巻
な
ど
が
残
っ

ー
事
業
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を

設
置
、
本
惣

菜
店
事
業
が

提
案
さ
れ
ま

し
た
。
し
か

し
、
創
業
す

る
た
め
に
は

店
舗
の
詮
索

と
創
業
資
金

が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
、
敦
賀
市
の

「
お
も
て
な
し
商
業
エ
リ
ア

創
出
事
業
」
と
国
の
「
地
域

就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業
」

に
応
募
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

店
舗
は
中
心
市
街
地
の

「
舟
溜
ま
り
地
区
」
に
立
地

し
、
観
光
客
も
訪
れ
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
店
名
の
と
お
り

〝
お
か
ず
の
達
人
〞
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、「
懐
か
し
い
お
母
さ

ん
の
味
」、「
手
づ
く
り
感
」、「
安

心
感（
無
添
加
）」の
あ
る
メ
ニ

ュ
ー
（
晴
明
い
な
り
・
昆
布
巻

き
・
海
鮮
コ
ロ
ッ
ケ
・
だ
し
巻

き
卵
等
）
で
、「
行
列
の
で
き

る
お
店
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
年
10
月
31
日
に
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の「
世
界
の
記

憶
」（
世
界
記
憶
遺
産
）
に
登
録
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
「
朝
鮮
通
信

使
に
関
す
る
記
録
」の
ひ
と
つ
で
す
。

　

朝
鮮
通
信
使
と
は
、
豊
臣
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
に
よ
り
途
絶
し
た
国
交
を

回
復
す
る
た
め
に
、
江
戸
幕
府
の
招

聘
に
よ
り
朝
鮮
国
が
徳
川
将
軍
家
に

派
遣
し
た
外
交
使
節
団
で
、
約
2
0

0
年
の
間
に
12
回
来
日
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記

録
を
、
朝
鮮

通
信
使
に
ゆ

か
り
の
あ
る

日
本
の
自
治

体
や
民
間
団

体
で
つ
く
る

N
P
O
法
人

朝
鮮
通
信
使

縁
地
連
絡
協

朝鮮通信使船上関来航図

「にしん寿司」など地元の特産品も販売

「懐かしいお母さんの味」が人気
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は
、店
内
で
実
演
販
売
さ
れ
て
お
り
、

揚
げ
立
て
ア
ツ
ア
ツ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
食
べ
歩
き
客
で
賑

わ
う
戸
越
銀
座
に
は
ぴ
っ
た
り
の
販

売
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

運
営
は
㈱
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産

協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。同
協
会
は
、

特
産
品
の
掘
り
起
し
、
魅
力
化
、
6

次
産
業
化
に
よ
る
商
品
開
発
な
ど
の

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
県
外

　

薩
摩
川
内
市
の
飲
食
品
を
販
売
す

る
薩
摩
川
内
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
『
薩さ

つ
ま
の
く
に

摩
國
』
が
、
9
月
1
日
に
東

京
都
品
川
区
の
戸
越
銀
座
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
戸
越
銀
座
商
店
街
に

は
約
4
0
0
店
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、

そ
の
一
画
で
、
黒
豚
、
キ
ビ
ナ
ゴ
ラ

ー
メ
ン
、
焼
酎
な
ど
の
薩
摩
川
内
の

海
の
幸
・
山
の
幸
、
約
1
6
0
品
目

を
販
売
し
て
い
ま
す
。「
さ
つ
ま
揚

げ
」や「
き
び
な
ご
の
か
ら
揚
げ
」

　

日
本
で
最
も
細
長
い
半
島
で
あ
る

佐
田
岬
半
島
。
そ
の
先
端
に
位
置
す

る
佐
田
岬
灯
台
は
、
航
海
の
難
所
で

あ
る
豊
予
海
峡
を
行
き
来
す
る
船
を

見
守
る
た
め
、大
正
7
年（
1
9
1
8

年
）
4
月
1
日
に
そ
の
明
か
り
が
灯

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
、
初

点
灯
か
ら
1
0
0
年
目
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
す
。

　

佐
田
岬
灯
台
が
位
置
す
る
伊
方
町

で
は
、
灯
台
点
灯
1
0
0
年
に
併
せ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

点
灯
1
0
0
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト

「
佐
田
岬
点
灯
1
0
0
年
祭
」
や
佐

田
岬
の
自
然
・
歴
史
文
化
と
豊
か
な

食
を
楽
し
む
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

「
し
あ
わ
せ
岬
周
遊
ツ
ア
ー
」、
灯
台

麓
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
の
デ
ィ
ナ
ー

イ
ベ
ン
ト
「
南
予
プ
レ
ミ
ア
ム
ダ
イ

ニ
ン
グ
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
大
好

へ
の
P
R
、
販
路
拡
大
が
課
題
で
し

た
。
首
都
圏
で
の
物
産
展
へ
の
出
品

や
、
小
規
模
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
短
期
出

店
な
ど
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
積
み
重
ね
、

こ
の
度
の
『
薩
摩
國
』
戸
越
銀
座
店

の
オ
ー
プ
ン
に
至
り
ま
し
た
。

　

同
市
は
、
市
街
部
を
悠
々
と
流
れ

る
一
級
河
川
「
川
内
川
」、
東
シ
ナ

海
に
浮
か
ぶ
地
形
の
変
化
の
美
し
い

甑こ
し
き
し
ま
島
、
豊
富
な
温
泉
な
ど
、
多
種
多

様
な
自
然
環
境
に
加
え
、
8
世
紀
に

は
薩
摩
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
後
の

明
治
維
新
へ
繋
が
る
薩
摩
の
礎
を
築

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
多
く
の
観
光
客

を
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
地
域
と
協

力
し
て
新
し
い
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

検
討
中
で
す
。
話
題
沸
騰
中
の
佐
田

岬
灯
台
か
ら
、
今
後
も
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

評
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、

今
年
は
、
佐

田
岬
灯
台
が

国
登
録
有
形

文
化
財
に
認

定
さ
れ
、
登

録
証
授
与
式

が
開
催
さ
れ

る
等
、
ま
す

ま
す
盛
り
上

が
り
を
見
せ

い
た
歴
史
と
文
化
を
有
し
て
い
ま
す
。

東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
話
題
沸

騰
中
の
鹿
児
島
・
薩
摩
川
内
自
慢
の

産
品
を
手
に
取
っ
て
み
て
は
い
か
が

議
会
と
韓
国

の
財
団
法
人

釜
山
文
化
財

団
が
、「
世

界
の
記
憶
」

へ
の
登
録
を

申
請
し
て
い

ま
し
た
。

　

上
関
町
で

は
、
本
年
の

登
録
決
定
を

記
念
し
て
11
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た

同
町
の
「
愛
・
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
」
に

併
せ
て
絵
図
の
実
物
を
限
定
公
開
。

実
物
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
人
た

ち
が
訪
れ
ま
し
た
。来
年
11
月
に
は
、

上
記
N
P
O
法
人
朝
鮮
通
信
使
縁
地

連
絡
協
議
会
が
毎
年
各
地
で
開
催
し

て
い
る
「
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま

ち
全
国
交
流
会
」
が
、
上
関
町
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

朝
鮮
通
信
使
の
古
文
書
解
読
を
し

て
い
る
上
関
町
観
光
協
会
の
安
田
和

幸
事
務
局
長
は「
上
関
は
江
戸
時
代
、

幕
府
の
上
使
や
参
勤
交
代
の
九
州
諸

大
名
、朝
鮮
通
信
使
、北
前
船
な
ど
の

往
来
で
重
要
な
港
と
し
て
活
気
を
呈

し
て
い
た
。『
世
界
の
記
憶
』登
録
を

き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

上
関
町
に
残
る
こ
の
絵
図
は
、風
光

明
媚
な
瀬
戸
内
海
を
臨
み
な
が
ら
、

異
文
化
を
受
け
入
れ
、日
韓
の
平
和
の

一
助
を
担
っ
て
い
た
上
関
町
の
貴
重

な「
歴
史
遺
産
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
7
月
に
は

W
e
b
シ
ョ
ッ
プ

『
薩
摩
國
』
も
開
設

し
て
お
り
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
の
相

乗
効
果
で
の
産
品
P

R
、
販
路
拡
大
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

佐
田
岬
灯
台
公
園
御
籠
島

エ
リ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

手前は『薩摩國』。奥は福井県坂井市のアンテナショップ

かつては朝鮮通信使が寄港した上関の港

薩摩川内の自慢の産品が勢揃い

デ
ィ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
南
予
プ
レ
ミ
ア
ム
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
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